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2025年新商品リリース!! 
■戦場の混沌に「法」はどう向き合ったのか――理念と現実のギャップを読み解く 
 

戦争法―軍事における正義、権利、倫理 
The Laws of War:  

Justice, Rights, and Ethics in Military Contexts 
 

 

近代戦の拡大とともに進化した「戦争のルール」を体系的に辿る 

人類の歴史を通じて、社会、国家、そして国民は、軍事行動

を政治的、戦略的、イデオロギー的目標を達成するための必要

な手段と見なしてきました。戦争の経験は、戦闘員にとっても

民間人にとっても、しばしば凄惨を極め、破壊と混乱、そして

苦しみが広範囲に及びます。そのため、戦争を完全に終わらせ

恒久的な平和を実現しようとする壮大な取り組みと並行して、

より現実的な努力として、戦争の遂行に法的・倫理的枠組みを

課し、その惨禍や巻き添え被害を軽減しようとする試みが生ま

れました。 

こうした取り組みは18世紀末以降、飛躍的に増加しました。

戦争の規模と影響が拡大し、市民による大規模な徴兵軍が戦場

に赴くようになり、人権問題への関心が高まるにつれ、戦争法

の整備がますます不可欠となったのです。戦争の影響を制御・規制しようとするこれらの法規は、同時に民主化

が進む社会において、軍事行動に正当性や正義性を与える手段ともなりました。 

本コレクションには、英国国立公文書館（The National Archives）所蔵の 10 万点以上の画像資料が収録され

ています。ここには「戦争法」が多様な形で現れていることが示されています。たとえば、「戦争の宣言が正当化

され得る状況」に関する大局的な理念から、「戦時下における民間人の保護」に関する政策、そして「戦場の混沌

の中で特有の正義の概念を適用しようとする軍法会議の制度」などに至るまで、多岐にわたります。 

 

大学・学術機関向け価格 

       ※大学・学術機関向け IP 接続・同時アクセス無制限でのご利用となります。 

※Archive 買い切りの年間管理費（Annual Hosting Fee）は不要です。 

※正式な見積価格は最寄りの弊社営業員に別途ご用命ください。 

トライアルも承ります!! 詳細お問い合わせは弊社まで 

日本総代理店 極東書店 
 

 

   FTE (学生数＋教職員数)       3,000～4,999    5,000～9,999 1   10,000～19,999    20,000～29,999     30,001 以上 

   買い切り価格 価格は弊社までお問い合わせください 



 

 

 

 

 
軍事裁判制度（Military Justice）は静的なものでも孤立した存在でもなく、

常に変化する政治的・社会的・道徳的規範を反映して進化しています。そし

て、それが適用される具体的な紛争の文脈によって、大きく形を変えることも

あります。本コレクションの大きな強みの一つは、その幅広い年代的範囲と、

その結果として記録されている変化です。化学兵器の使用や空爆の出現と

いった技術的発展は、戦時における全く新しい行動規範と慣行を必要としま

した。年代的な広がりと並んで、本コレクションが持つもうひとつの特長は、

大英帝国全体にわたる軍事行動の深く論じている点です。ニュージーランド

のマオリに対する局地的な反乱鎮圧作戦から、帝国支配に対する大規模な

挑戦であったボーア戦争、さらには両世界大戦における植民地兵の動員に至るまで、数多く多様な事例が収録されており、

軍事裁判の概念と英国植民地主義の構造との複雑な相互作用を詳細に検討することが可能となっています。 

 

戦争法の発展における最優先課題のひとつは、特に脆弱な立場にある人々の保護でした。その筆頭に挙げられるの

が民間人です。これに関連するのが、戦闘員と非戦闘員とのあいだに理論的に明確な区別を設けようとする試みですが、

実際の戦闘の中でその線引きを維持するのは必ずしも容易ではありません。また、捕虜（POW）は特別な保護措置の対

象とされており、負傷兵に対する対応の不備が、1863 年の赤十字国際委員会の設立のきっかけとなったことも特筆に値

します。第二次世界大戦の終結は、ナチスによる残虐行為の実態を明らかにし、既存の国際的な戦争犯罪法制に対して

重大な課題を突きつけました。連合国によって実施されたドイツ主要戦犯の裁判は、このコレクション内の複数のファイル

に記録されており、加害者に法の裁きを与えるためのまったく新しい法的枠組みが形成された過程を示しています。実際、

「人道に対する罪（crimes against humanity）」という用語は、こうした裁判の過程で生み出され、ナチスの行為の規模

と恐怖にふさわしい名称として位置づけられました。 

 

■収録資料について
 

本コレクションは、The National Archives の 10 の参照シリーズにまたがる 500 以上のファイルから収集された、10 万点

以上の画像を収録しています。対象となるシリーズは以下の通りです：FO83、FO 371、FO 916；HO45；LCO2、LCO 53；

WO32、WO 35、WO 71、WO 72。これらの資料は、戦争宣言の正当性をめぐる広範な議論、紛争地域における民間人保

護のための政策の発展、さらには軍法会議を通じて戦場の混乱のなかに正義の概念を適用しようとする試みなど、重要

な動向と主題を明らかにしています。本コレクションは編集チームによって包括的にタグ付けされており、検索や探索が容

易に行えるようになっています。 

 

■注目資料ハイライト
 

Rules and Articles of War (WO 72/2) 

本コレクションに収録されている最古級の文書の一つであり、「Rules and Articles for the 

better Government of the Horse and Foot Guards and all other His Majesty’s Land Forces」は

1718 年に制定され、ジョージ 1 世によって署名されました。内容は、宗教的礼拝の重要性

を定め、冒涜を禁じることから始まりますが、反乱、脱走、命令不服従といった軍紀違反に

ついても規定しています。 

 

Geneva Convention (FO 83/579) 

1859 年のソルフェリーノの戦いで目にした惨状に衝撃を受けたスイスの活動家、Henry 

Dunant は、戦時における負傷者のより良い救護について議論する国際会議の開催を提唱し

ました。その結果、1864 年に最初のジュネーヴ条約が成立し、イギリスも翌年これに加盟

しました。本ファイルには、その後の改正に関する書簡が収められています。 

 

Review of Death Sentences (LCO 53/124) 

本ファイルは、1943 年にアルジェリアで従軍中に現地民間人を殺害したとして裁かれた

イギリス兵 2 名の事例を詳述しています。彼らは有罪判決を受け死刑を宣告されましたが、

その後の控訴手続きは、軍事司法の政策や手続き、そしてその限界を浮き彫りにするとと

もに、それが適用された当時の道徳的背景についても多くを示しています。 

 

British Online Archivesの詳細お問い合わせは弊社まで 
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